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論　文　の　内　容　の　要　旨
（目的）
　本研究は，超音波による浸潤性乳癌における乳管内成分の検出を，MRIと病理診断と比較してその有効
性を，後ろ向き研究と前向き研究により検証することを目的とする。
（対象と方法）
　後ろ向き研究では 47の浸潤性乳癌（乳癌患者 47人），前向き研究では 60の浸潤性乳癌（乳癌患者 59人）
について検証した。超音波結果を次のような 3段階に分類した。（a）腫瘍からの乳管拡張，（b）乳管拡張を
伴わない同一セグメント内における周辺病巣の存在，（c）原発腫瘍と周辺病巣間の乳管拡張。さらに前向き
研究では乳管内成分の方向を乳頭と辺縁部に分類した。MRIダイナミックの第一または第二フェーズにお
ける enhanced areaとして乳管内拡張を検出した。MRIによる乳管内成分検出に対する，他の指標は以下の
とおりである（a）原発腫瘍近くの周辺病巣，（b）原発腫瘍と周辺病巣間の bridging enhancement。
（結果）
　後ろ向き研究：28人の広域乳管内成分陽性患者のうちの 16人（true positive）と，19人の広域乳管内成
分陰性患者のうちの 16人（true negative）に対して，超音波診断により広域乳管内成分の検出が正確にな
された。乳管内成分の超音波診断は 12人（false negative）に対しては過小評価，3人（false positive）に
対しては過大評価が認められた。超音波の感度，特異度，精度はそれぞれ 57.1％，84.2％，68％であった。
MRIは 28人の広域乳管内成分陽性患者のうちの 14人（true positive）と，19人の広域乳管内成分陰性患者
のうちの 17人（true negative）が正確に検出された。乳管内成分のMRI診断は 14人（false negative）に対
しては過小評価，2人（false positive）に対しては過大評価が認められた。MRIの感度，特異度，精度はそ
れぞれ 50％，84.2％，63.8％であった。MRI，超音波両者による同時分析の結果，感度，特異度，精度はそ
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れぞれ 75％，84.2％，78.7％であった。MRI，超音波個々による分析より，両者による同時分析のほうが感度，
精度は高かった。前向き研究：59人の患者のうち 17人（28.8％）が乳頭側広域乳管内成分の距離，15mm
以上で，59人の患者のうち 3人（5％）が辺縁側広域乳管内成分であった。 17人の乳頭側広域乳管内成分を
持つ患者のうち，超音波により正確に検出されたのは 14人，MRIにより正確に検出されたのは 8人であっ
た（超音波，MRI両者ともに正確に検出されたのは 5人）。超音波による乳頭側広域乳管内成分検出に対す
る感度，特異度，精度はそれぞれ 82.3％，90.5％，88.1％であった。MRIに対しては感度，特異度，精度は
それぞれ 47％，72.9％，71.9％であった。MRI，超音波両者による同時分析の結果，感度，特異度，精度は
それぞれ 93.7％，72.1％，80％であった。
（考察）
　超音波は乳管内成分の検出に有効であると思われる。しかし超音波は ANDI（Aberrations of normal 
development and involution）changeを伴う乳房に見られるように，不均一な細胞により正確な検出が阻
害される事があり，乳頭側，辺縁側広域乳管内成分検出の過小評価（false negative），過大評価（false 
positive）の原因となっている。そのため乳管内成分検出を超音波で評価する場合，十分な注意が必要であ
るMRIの early phaseにおいて，良性の病巣，正常な腺組織は悪性腫瘍と同様に検出されるという報告がい
くつかある。そのため実質組織が密であったり，乳腺症が広範囲であるような患者の乳管内成分診断に際し
て，MRIは chief limitationとなっている。前向き研究では，乳管内成分超音波検診を完璧に行い，個々の
患者に対して，マッピング，データシートを作成した。これにより感度が後ろ向き研究より増加した 2人の
切除縁陽性患者において，wide periductal lymphogenous spreadが認められた。浸潤性小葉癌における乳管
内成分の診断に際し，上記 spreadに注意すべきである。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文は，超音波検査が浸潤性乳癌における乳管内成分の乳頭側への進展の診断に有効であり，感度，特
異度，ならびに正診率がいずれも高いことを明らかにした点，加えて，MRI単独診断に比べて超音波検査
を加えた場合に，より正確な診断が可能になることを示した点が高く評価される。本研究の結果は，超音
波検査法とMRI検査法による同時診断が，乳房温存療法の妥当性を証明し，術後局所再発の予防に対して
不可欠な検査であると結論付けている点も臨床において貴重な研究である。しかし，サンプル数が少なく統
計的有意差が出せておらず今後サンプル数を増やして検討することが課題として残る。これらの内容は雑誌
Clinical Radiologyならびに The Breast Journal（2005年）に掲載されており，乳癌の診断および治療の発展
に寄与する貴重な研究といえる。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
